
 

高砂市子育て支援に関するアンケート調査 
【調査ご協力のお願い】 

日頃から市行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、平成 24 年８月に子ども・子育て支援法など子ども・子育て関連３法が成立し、この法律

に基づき、すべての市町村に「子ども・子育て支援事業計画」の策定が義務付けられました。 

市では、これまで「高砂市次世代育成支援後期行動計画」に基づき、様々な施策に取り組んでき

ましたが、この計画が平成 26 年度で終了することから、今回、これまでの計画を見直し、早けれ

ば平成 27 年度にスタートする子ども・子育て新制度に対応した「高砂市子ども・子育て支援事業

計画」を策定することとしました。 

この計画の策定に先立ち、幼児期の教育・保育・地域子育て支援事業など、子育て支援サービス

に関する現状やご要望を把握するため、小学校入学前のお子さんがいらっしゃる世帯（無作為で抽

出）を対象に、このアンケート調査を実施いたします。 

調査の趣旨をご理解いただき、ぜひご協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、ご回答いただきました内容は、すべて統計的に処理し、調査目的以外に使用することはあ

りません。 

高 砂 市 長  登  幸 人 

高砂市教育長  圓尾 喜世司 

 

  

 

１．アンケートには、あて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．アンケートには、皆さまのお名前を書いていただく必要はありません。率直なご意見・ご要望

をご記入ください。 

３．二人以上のお子さんがおられる場合は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

４．回答は、選択肢の中から選んで当てはまる番号に○印をつけてください。 

５．数字（年齢や時間等）をおうかがいする質問では、□に数字をご記入ください。また、時間に

ついては24時間制でご記入ください。（例：午後１時→13時） 

６．お手数ですが、ご記入いただいたこの調査用紙を同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

平成２５年１２月３日（火）までに、通っている保育所または幼稚園にご持参（通ってい

ない方は郵送）くださるようお願いいたします。 

 
【この調査に関する問い合わせ先】 

〒676-8501 高砂市荒井町千鳥 1-1-1 

高砂市 福祉部 子育て支援室 電話 079-443-9024 

【就学前児童用】 

ご記入に当たってのお願い 
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高砂市では、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）に基づく新たな子ども・子

育て支援の制度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教育・保育・子

育て支援の充実を図るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画

的に給付・事業を実施していくこととなります（平成２７年度から実施予定）。 

本調査は、この計画において確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を算

出するため、市民の皆さんの教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の

利用希望」を把握するために行うものです。 

 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具体的

な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更していただいて構

いません。 

 

また、この制度は、以下のような考え方に基づいています。 

 

● 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に

対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長するこ

とができる社会を実現することを目的としています。 

 

● 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安

定や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の獲得、学

童期における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性ある存在として

認められるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ども・子育て支援新

制度は、社会全体の責任として、そのような環境を整備することを目指しています。 

 

● 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての第一

義的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすことや、子育

ての権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通

じて、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を

支援し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指し

ています。 

 

国の「子ども・子育て支援新制度説明会」（平成25年８月６日）資料より 

  

子ども・子育て支援新制度及びニーズ調査の趣旨について 
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学童保育所、地域子育て
支援拠点事業、一時預か
り、病児・病後児保育 等 

幼稚園、保育所、 
認定こども園 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（用語の解説） 

 

この調査票における用語の定義は以下の通りです。くわしくはＰ22～23 の「高砂市の子育て

支援メニュー」をご覧ください。 

 

・幼 稚 園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法

第 22 条） 

・保 育 所：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設

（児童福祉法第 39 条） 

・認定こども園：幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育

等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

 

  

いただいた回答は高砂市の子育て支援の充実に生かされます 

調査票を配布 

回答 

高砂市子ども・子育て支援事業計画 

（５か年計画） 

 ・幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について 

 ・「量の見込み（現在の利用状況+利用意向）」 

 ・「確保方策（確保の内容+実施時期）」 を記載 

調査等によって把握された 

利用希望等を考慮して、 

今後の計画を策定 

計画に基づいて整備 

アンケート調査等により 

子育て家庭の子育て支援の 

利用状況や希望を把握 

高砂市子ども・子育て会議 子育て家庭 高砂市 
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問１ お住まいの地区（小学校区）はどちらですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えく

ださい。（○は１つ） 

 

問４ この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

 

問５ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。あて名のお

子さんからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

１．父母ともに   ２．主に母親    ３．主に父親 

４．主に祖父母   ５．その他（             ） 

 

問６ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族（同居を含む）・知人はいますか。 

   （○はいくつでも） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

  

１．高砂    ２．荒井    ３．伊保     ４．伊保南    ５．中筋 

６．曽根    ７．米田    ８．米田西    ９．阿弥陀    10．北浜 

お住まいの地域についておうかがいします。 

あて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。 

平成     年     月生まれ 

１．母親      ２．父親      ３．その他（        ） 

１．配偶者がいる  ２．配偶者はいない 
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問７ 母親の就労状況（自営業、家族従事者含む）についておうかがいします。 

母親の就労状況は次のどれですか。（○は１つ） 

１．フルタイムで就労 

２．フルタイムで就労しているが、産休、育休、介護休業中 

３．パートタイム、アルバイト等で就労 

４．パートタイム、アルバイト等で就労しているが、産休、育休、介護休業中 

５．以前は働いていたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

７．父子家庭である   ⇒【問８へ】 

※フルタイムとは週５日程度、１日８時間程度の就労のこと（会社役員・正社員・契約社員・自営などすべ

てを含みます） 

 

問７で「１～４」（就労している）に○をつけた方におうかがいします。          

問７－１ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多

いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。（時間は24時間制で） 

 

 

 

 

 
 

問７で「３～４」（パート・アルバイトで就労）に○をつけた方におうかがいします。     

  問７－２ フルタイムで働きたいと思いますか。（○は１つ） 

１．フルタイムで働きたいと思っており、実現できる見込みがある 

２．フルタイムで働きたいと思っているが、実現できる見込みはない 

３．今後もパートタイム・アルバイト等で働くことを希望している 

４．パートタイム・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい 

 

問７で「５～６」（非就労）に○をつけた方におうかがいします。               

問７－３ 今後、働きたいという希望はありますか。（○は１つ） 

① 家を出る時間    時     分ごろ 
 

② 帰宅する時間    時     分ごろ 

あて名のお子さんの保護者の就労状況についておうかがいします。 

１．子育てや家事に専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、または１年以内に働きたい  

  ⇒希望する働き方は何ですか 

   ア．フルタイム 

   イ．パート・アルバイト ⇒１週当たり    日、１日当たり    時間 
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問８ 父親の就労状況（自営業、家族従事者含む）についておうかがいします。 

父親の就労状況は次のどれですか。（○は１つ） 

１．フルタイムで就労 

２．フルタイムで就労しているが、育休、介護休業中 

３．パートタイム、アルバイト等で就労 

４．パートタイム、アルバイト等で就労しているが、育休、介護休業中 

５．以前は働いていたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

７．母子家庭である   ⇒【問９へ】 

※フルタイムとは週５日程度、１日８時間程度の就労のこと（会社役員・正社員・契約社員・自営などすべ

てを含みます） 

 

問８で「１～４」（就労している）に○をつけた方におうかがいします。           

問８－１ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多

いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。（時間は24時間制で） 

 

 

 

 

 

問８で「３～４」（パート・アルバイトで就労）に○をつけた方におうかがいします。     

  問８－２ フルタイムで働きたいと思いますか。（○は１つ） 

１．フルタイムで働きたいと思っており、実現できる見込みがある 

２．フルタイムで働きたいと思っているが、実現できる見込みはない 

３．今後もパートタイム・アルバイト等で働くことを希望している 

４．パートタイム・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい 

 

問８で「５～６」（非就労）に○をつけた方におうかがいします。               

問８－３ 今後、働きたいという希望はありますか。（○は１つ） 

 

 

 

  

１．子育てや家事に専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、または１年以内に働きたい  

  ⇒希望する働き方は何ですか 

   ア．フルタイム 

   イ．パート・アルバイト ⇒１週当たり    日、１日当たり    時間 

① 家を出る時間    時     分ごろ 
 

② 帰宅する時間    時     分ごろ 
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※「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

具体的には、幼稚園や保育所など、問９に示した事業が含まれます。 

 

問９ あて名のお子さんは、平日に次のどのような教育・保育事業を利用していますか。 

また、何歳から利用していますか。（○は１つ） 

該当する番号に○（○は１つ） 利用開始した年齢 概要 

１ 幼稚園（通常の就園時間の利用） 
  歳児 

通常の就園時間とは９時～14時 

２ 幼稚園に通園し、預かり保育を利用   歳   か月 
通常の就園時間を延長して預かる

預かり保育を定期的に利用してい

る人（一時的に預かり保育を利用

している場合は除く） 

３ 保育所（市立・私立）   歳   か月 国の基準に適合した保育所（園）
で、県の認可を受けたもの 

４ 私立認定こども園   歳   か月 正蓮寺保育園・正蓮寺幼稚園、さ
いしゅうじこども園 

５ 事業所内保育施設   歳   か月 企業が主に従業員用に運営する保
育施設 

６ その他の認可外保育施設   歳   か月  

７ 児童発達支援センター   歳児 高砂児童学園 

８ 
その他 

（具体的に ：          ） 
  歳児  

９ 「１」～「８」の平日の「定期的な教育・保育事業」を利用していない 

⇒「９」に○をつけた方は【問10へ】 

 

問９で「１～８」に○をつけた方におうかがいします。                  

問９－１ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していま

すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

 １週当たり １日当たり 利用時間（24時間制で） 

（１）現在       日 時間 時～     時 

（２）希望 日 時間 時～     時 

 

問９－２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業の実施場所はどこですか。 

（○は１つ） 

１．市内      ２．市外（市町村名：           ） 

あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業（幼稚園や保育所など）の 

利用状況についておうかがいします。 
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問10 あて名のお子さんの平日の教育・保育事業として、今後（も）利用したいと思う事業があり

ますか。（○はいくつでも。そのうち、主に利用したいものには◎を１つ） 

※現在、利用している、利用していないにかかわらずお答えください。 

※利用には、保育料などの一定の費用がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

問10で「１～11」に○をつけた方におうかがいします。                  

問10－１ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業の実施場所はどこですか。 

（○は１つ） 

１．市内      ２．市外（市町村名：           ） 

 

 

 

 

 

問11 あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日に、教育・保育事業を定期的に利用した

いと思いますか。（すでに利用している方もお答えください。） 

   ※利用には、平日の保育料とは別に費用がかかる場合があります。 

 土曜日・日曜日それぞれに○は１つ 利用したい時間帯（24時間制で） 

①土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎日利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 
時 ～      時 

②日曜日 

 祝 日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎日利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 
時 ～      時 

あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業 

（幼稚園や保育所など）の利用希望についておうかがいします。 

 １．幼稚園（市立・私立）（通常の就園時間の利用） 

 

 

 

 

 ２．幼稚園（通常の就園時間＋預かり保育利用） 

３．認可保育所（市立・私立） 

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５．小規模な保育施設（市町村の認可を受けた定員がおおむね６～19 人の施設） 

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．その他の認可外保育施設 

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

10．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

11．その他（                                  ） 

12．利用したいと思う事業はない・利用する必要がない 

※何歳から幼稚園を利用したいですか。 

既に利用している方は、何歳から幼稚園を利用したかったですか。（◯は１つ） 

  １．３歳から  ２．４歳から  ３．５歳から 
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「幼稚園」を利用されている方におうかがいします。                     

問12 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中に、幼稚園を利用したい

と思いますか。 

※利用には、保育料など別途費用がかかります。 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎日利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 
 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育事業を利用している（問９で「１～８」に○をつけた）方におうかがいします。

【利用していない（問９で「９」に○をつけた方）方は、問14にお進みください。】 
 

問13 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはあり

ますか。 

１．あった ⇒【問13-1へ】        ２．なかった ⇒【問14へ】 

 

問13で「１．あった」に○をつけた方におうかがいします。               

問13－１ あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できな

かった場合に、この１年間にどのように対処しましたか。 

１年間の対処方法（○はいくつでも） 年間日数 

１．父親が休んだ 年    日 

２．母親が休んだ 年     日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年     日 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 年     日 

５．病児・病後児の保育を利用した 年     日 

６．ベビーシッターを利用した 年     日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 年     日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年     日 

９．その他（                    ） 年     日 

  ※半日程度の場合も、１日とカウントしてください。 

⇒【「１」「２」以外を選んだ方は問 14 へ】 

あて名のお子さんの病気の際の対応についておうかがいします。 
（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

利用したい時間帯 

時～     時まで 
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問13－１で「１」「２」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。          

問13－２ 父親又は母親が仕事を休んで子どもをみたとき、できれば「病児・病後児のための

保育施設等を利用したい」と思われましたか。（○は１つ） 

※病児・病後児保育施設の利用前には、病院等での受診が必要になります。 

※利用には、利用料などの一定の費用がかかります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したいと思った ⇒年間     日 

２．利用したいとは思わなかった 

 

 

 

 

 

 

問14 あて名のお子さんについて、保護者が病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等

の目的で不定期に利用している事業はありますか。（○はいくつでも） 

   ※あて名のお子さんの病気のための利用は除きます。 

   ※以下のサービス利用については、一定の利用料がかかります。 

現在、利用している事業（○はいくつでも） 
年間利用日数 

（□に右詰で） 

１．一時預かり（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子ど

もを保育する事業） 
年     日 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のう

ち不定期に利用する場合のみ） 
年     日 

３．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 
年     日 

４．ベビーシッター 年     日 

５．その他（                   ） 年     日 

６．利用していない  

 

 

あて名のお子さんの不定期の保育事業や一時預かりの利用について 

おうかがいします。 
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問15 あて名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くら

い一時的な教育・保育事業を利用する必要があると思いますか。 

利用したい目的（○はいくつでも） 
年間利用日数 

（□に右詰で） 

１．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的のために利用したい 
年     日 

２．保護者の用事（冠婚葬祭、学校行事、保護者や家族の通院等）の

ために利用したい 
年     日 

３．不定期の就労のために利用したい 年     日 

４．その他（                    ） 

  のために利用したい 
年     日 

５．利用する必要はない  

 

問16 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、入院、長期出張等）により、あて名のお子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つか

らなかった場合も含みます。）（○はいくつでも） 

対処方法（○はいくつでも） 
年間利用日数 

（□に右詰で） 

１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらったことがあった  年     日 

２．子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用したことがあった 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
年     日 

３．認可外保育施設、ベビーシッター等を利用したことがあった 年     日 

４．仕方なく子どもを同行させたことがあった 年     日 

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせたことがあった 年     日 

６．その他（                    ） 年     日 

７．みてもらわなければならないことはなかった  

 

 

  



 11

 

 

 

 

問17 あて名のお子さんは、現在、高砂市子育て支援センターでの事業（親子が集まって過ごした

り、相談をしたり、情報提供を受けたりする）を利用していますか。 

利用状況（○は１つ） 利用回数 

１．現在利用している   週に   回 又は 月に    回 

２．利用していない 

※ボランティア、子育てサークルなどが主催する「ひろば」は含みません。 

 

問18 問17の高砂市子育て支援センターでの事業について、今は利用していないが、できれば今後

利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

利用希望（○は１つ） 利用希望回数 

１．現在利用していないが、今後利用したい 週に   回 又は 月に    回 

２．すでに利用しているが、今後、利用日数を

増やしたい 
週に   回 又は 月に    回 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問19 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと

思うものを教えてください。Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれについて、「はい」「いいえ」のどちらか、

または「わからない」に○をつけてください。 

 Ａ 

知っている 

Ｂ 

利用したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

①つどいの広場・レッツゴー♪つどい 

（乳幼児をもつ親子が集います） 
はい・いいえ はい・いいえ 

はい・いいえ 

わからない 

②すこやかグループ 

（同年齢の子どもをもつ親子が集います） 
はい・いいえ はい・いいえ 

はい・いいえ 

わからない 

③おはなしルーム 

（絵本講師やお話ボランティアによる絵本の

読み聞かせなど） 

はい・いいえ はい・いいえ 
はい・いいえ 

わからない 

④体験保育「らんらん」 

（地域の保育所に親子で集い、園児や地域の

親子とふれあう中で仲間づくりをします） 

はい・いいえ はい・いいえ 
はい・いいえ 

わからない 

⑤その他 

（             ） 
はい・いいえ はい・いいえ 

はい・いいえ 

わからない 

  

あて名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

おうかがいします。 
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このページは、あて名のお子さんが、来年小学校に入学する方だけがお答えください。      

【それ以外の方は、問 21 へ】 

問20 あて名のお子さんについて、放課後の時間をどこで過ごさせたいと思いますか。低学年・高

学年別に□内に日数を記入してください。１日に２か所などのケースがあるので、日数の合

計が７日にならなくてかまいません。「５．学童保育所」を選んだ方は、希望する時間を必

ず24時間制で記入してください。 

  低学年では 高学年になったら 

１．自宅 
 

週   日くらい 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 
 

週   日くらい 週   日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、 

学習塾など） 
 

週   日くらい 週   日くらい 

４．放課後子ども教室（※1） 
 

月   日くらい 月   日くらい 

５．学童保育所 

 週   日くらい 

→下校時から 

時まで 

週   日くらい 

→下校時から 

     時まで 

６．ファミリー・サポ―ト・センター 
 

週   日くらい 週   日くらい 

７．その他（公民館、公園など） 
 

週   日くらい 週   日くらい 

（※1）「放課後子ども教室」･･･放課後や休日を利用し、小学生を対象として、学習か体験活動を通じて、

児童の安心安全な居場所づくりを学校・地域で実施しています。 

 

問20で「５．学童保育所」の希望がある方におうかがいします。               

問20－１ 学童保育所について、土曜日、日曜日・祝日、夏休み・冬休みに利用希望はありま

すか。※利用には、利用料など一定の費用がかかります。 

      ※現在は、学童保育所は日曜日・祝日は実施していません。 

 ①～③それぞれ○は１つ 利用希望時間帯（24 時間制で） 

①土曜日 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

②日曜日・祝日 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

③夏休み・冬休み 

１．低学年の間は利用したい 

２．高学年になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

 

  

あて名のお子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方について 

おうかがいします。 

    時 ～    時 

    時 ～    時 

    時 ～    時 
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問21 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは両方が育児休業を取得しましたか。

母親、父親それぞれについてお答えください。 

①母親（〇は１つ） 

（父子家庭の場合は記入不要です） 

②父親（〇は１つ） 

（母子家庭の場合は記入不要です） 

１．働いていなかった ⇒【問22へ】 １．働いていなかった ⇒【問22へ】 

２．取得した（取得中である） 

⇒【問21-1へ】 

２．取得した（取得中である） 

⇒【問21-1へ】 

３．取得していない   ３．取得していない   

 

 

 

①母親 取得していない理由 ②父親 

１ １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった １ 

２ ２．仕事が忙しかった ２ 

３ ３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった ３ 

４ ４．仕事に戻るのが難しそうだった ４ 

５ ５．昇給・昇格などが遅れそうだった ５ 

６ ６．収入減となり、経済的に苦しくなる ６ 

７ ７．保育所などに預けることができた ７ 

８ ８．配偶者が育児休業制度を利用した ８ 

９ 
９．配偶者や祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する 

必要がなかった 
９ 

10 10．子育てや家事に専念するため退職した 10 

11 11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 11 

12 12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 12 

13 13．育児休業を取得できることを知らなかった 13 

14 
14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを 

    知らず、退職した 
14 

15 15．その他（具体的に                     ） 15 

 

⇒【問22へ】 

  

職場の両立支援についておうかがいします。 

理由に○（いくつでも） 
理由に○（いくつでも） 
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問21で「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方におうかがいします。         

問21－１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

母親（○は１つ） 父親（○は１つ） 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

⇒【「１」に○をつけた方は問 21-2、問 21-3 へ】 

⇒【「２」に○をつけた方は問 21-4 へ】 

⇒【「３」に○をつけた方は問 22 へ】 

 

問21－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におうかがいします。   

問21－２ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングで

したか。 

母親（○は１つ） 父親（○は１つ） 

１．年度初めの入所に合わせた 

タイミングだった 

２．それ以外だった 

１．年度初めの入所に合わせた 

タイミングだった 

２．それ以外だった 

 

問21－３ 育児休業からの職場復帰には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

母親（○は１つ） 父親（○は１つ） 

１．利用した 

２．利用しなかった 

１．利用した 

２．利用しなかった 

 

問21－１で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方におうかがいします。       

問21－４ あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になる

まで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に

復帰しますか。 

母親（○は１つ） 父親（○は１つ） 

１．１歳になるまで育児休業を取得 

したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

１．１歳になるまで育児休業を取得 

したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

 

全員の方におうかがいします。                               

問22 育児休業中において、育児休業給付が支給される仕組みや、健康保険及び厚生年金保険の保

険料が免除される仕組みがあることをご存知でしたか。（○は１つ） 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
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問23 仕事と子育てを両立していくために、どんな支援がありがたいと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 
 

問24 子育てに関して不安や負担を感じていますか。（○はいくつでも） 

 

問25 お子さんを妊娠中、あるいは出産後、母親が精神的に不安定になったことはありますか。 

（○は１つ） 

 

問26 妊娠中や出産後のサポートとして、特にどのような支援が必要だと思いますか。 

（○は２つまで） 

１．母親の健康面での相談           

２．赤ちゃんの育児サポート 

３．助産師・保健師等の家庭訪問による指導   

４．赤ちゃんの沐浴などのヘルパー 

５．買い物・食事のしたくなどの家事全般    

６．きょうだいをみてくれるサポート 

７．子育て経験者から話を聞ける場の提供    

８．子育て中の人との交流 

９．子育て支援に関する情報の提供       

10．父親へ子育てに関する教育 

11．その他（                                ） 

  

１．非常に不安や負担を感じる     ２．なんとなく不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担を感じない    ４．まったく感じない 

５．なんともいえない  

子育てや子育て支援全般についておうかがいします。 

１．延長保育や一時保育、学童保育所などの保育サービス 

２．配偶者やパートナーが育児に協力してくれること 

３．父親や母親などの家族が子どもの面倒をみてくれること 

４．職場の理解 

５．育児休業や介護休業などの取得 

６．フレックスタイムや短時間勤務などの活用 

７．家族や隣近所、知人などからの保育所やサービス等に関する情報提供 

８．市役所などからの保育所やサービス等に関する情報提供 

９．その他（                                 ） 

１．よくあった   ２．時々あった   ３．ほとんどなかった   ４．なかった 
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問27 子育てに関して、日頃悩んでいることや気になることはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

１．発育・発達に関すること ⇒【問27-1へ】   

２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからないこと      

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと  

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

８．近所に子どもの遊び相手がいないこと 

９．子どもの友達づきあい（いじめを含む）に関すること 

10．登園拒否などの問題 

11．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

13．自分の子育てについて、まわりの見る目が気になること 

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

15．子どもを叱りすぎているような気がすること 

16．イライラした時などに子どもにあたってしまうこと 

17．子育てが面倒になって、子どもの相手をする気がなくなることがあること 

18．病気やケガをした時、救急病院などがわからないこと 

19．その他（                                ） 

20．特にない 

⇒【「１」に○をつけなかった方は問28へ】 

 

問27で「１．発育・発達に関すること」に○をつけた方におうかがいします。         

問27－１ お子さんの発育・発達で気になったきっかけについてお答えください。  

（○はいくつでも） 

１．健診で指摘された         ２．通っている施設等の職員に指摘された  

３．親族や友人・知人に指摘された   ４．その他（            ） 

 

問27－２ その時、あなたはどのように行動しましたか。（○はいくつでも） 

１．配偶者、親族（親・きょうだいなど）に相談した  

２．保育所や幼稚園の先生に相談した 

３．保健センターの保健師に相談した 

４．市の教育相談窓口に相談した 

５．かかりつけ医や病院に受診した 

６．友人・知人に相談した 

７．しばらく様子をみた 

８．インターネットで調べた 

９．その他（                     ） 
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問28 あなたは、お子さんの子育て（教育を含む）に関して、どなたに相談していますか。 

（○はいくつでも） 

 

問29 兵庫県や高砂市内の子どもに関する相談先について、Ａ・Ｂそれぞれに「はい」、「いいえ」

のどちらかに○をつけてください。 

相談先 
Ａ 

知っている 

Ｂ 
これまでに利用 
したことがある 

①高砂市子育て支援センター はい・いいえ はい・いいえ 

 ②高砂市保健センター はい・いいえ はい・いいえ 

③マミーサポート 

（高砂児童学園で実施） 
はい・いいえ はい・いいえ 

④高砂市教育相談 はい・いいえ はい・いいえ 

⑤適応指導教室（のびのび教室） はい・いいえ はい・いいえ 

⑥兵庫県中央こども家庭センター はい・いいえ はい・いいえ 

⑦ひょうご発達障害者支援センター「クローバー」 はい・いいえ はい・いいえ 

  

１．配偶者・パートナー 

２．親族（親・きょうだいなど） 

３．友人・知人 

４．近所の人 

５．職場の人 

６．子育て支援センター 

７．保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間   

８．子育てサークルの仲間 

９．保健センター 

10．兵庫県中央こども家庭センター 

11．保育所の先生              

12．幼稚園の先生 

13．民生委員・児童委員・主任児童委員    

14．かかりつけの医師 

15．市の子育て関連窓口           

16．民間の電話相談 

17．インターネット相談 

18．その他（                                ） 

19．相談したいが、相談できる人は誰もいない 

20．誰にも相談したくない、相談しないで自分で解決する 
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問30 子育てに関する高砂市からの情報を、どこからまたは誰から入手したいですか。 

（○はいくつでも） 

１．広報たかさご        ２．市ホームページ 

３．市公式フェイスブック    ４．子育て支援などの情報誌 

５．近所の公共施設の掲示板   ６．近所のコミュニティ掲示板 

７．保育所・幼稚園の掲示板   ８．子育て支援センターなどの親子が集まる場の掲示板 

９．保育所・幼稚園の先生    10．子育て支援センターなどの親子が集まる場のスタッフ 

11．特にない          12．その他（                ） 

 

問31 あなたのお子さんに発達の遅れや障がいがあった場合、どのようなことに力を入れてほしい

と思いますか。（○はいくつでも） 

１．発達の遅れや障がいの程度に応じ、十分な教育が受けられる障がい児教育を充実する 

２．リハビリテーション機能を備えた施設を整備する 

３．家庭において自立した生活ができるよう福祉制度やサービスを充実する 

４．福祉についての情報、相談・指導などの窓口を充実する 

５．健康診断、予防、治療、機能回復訓練など保健・医療を充実する 

６．学習したり、スポーツやレクリエーションなどを楽しむ場や機会を充実する 

７．障がい児が快適で安全に利用できる乗物、道路、建物などの整備を進める 

８．地域での交流事業を推進する 

９．保育や教育が受けられる体制を整備する 

10．まわりの人の障がい児に対する理解を深める啓発や学習を充実する 

11．その他（                                 ） 

 

問32 家庭以外の親子の居場所として、どのようなことが重要であると思いますか。 

（○は３つまで） 

１．自宅に近い               

２．商店街など便利で活気のある場所にある 

３．異年齢の子どもと触れ合える        

４．同年齢の子どもが一緒に遊べる 

５．高校生・大学生が子どもをみてくれる   

６．親が高齢者などから話を聞ける 

７．親同士が悩みごとを相談したり、情報交換できる 

８．専門的な子育て支援員などが常駐している 

９．調理室や授乳室、休憩室などの設備が充実している 

10．バリアフリーである駐車場がある 

11．曜日や時間にかかわりなく、いつでも利用できる 

12．その他（                                ） 
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問33 あなたは、子育てに関するサークルなど自主的な活動に参加していますか。（○は１つ） 

 

問33で「１」「２」に○をつけた方におうかがいします。                  

問33－１ 自主活動をしていくにあたって行政に行ってほしい支援はどのようなことですか。

（○は３つまで） 

１．活動場所の提供        

２．情報発信やＰＲなどに関する支援 

３．活動時間中の保育サービス   

４．助言者、リーダーの育成支援 

５．休日の活動支援        

６．その他（               ） 

７．特に必要はない 

 

問34 あなたの地域は、子どもや子育て家庭などを支援する体制があると思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う      ２．どちらともいえない     ３．そう思わない 

 

問35 地域において、子どもや子育て家庭に対してどのような支援活動があればよいと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．子育て家庭に対する家事支援活動      

２．親の急用時に子どもを預かる活動 

３．閉じこもりがちな親子の見守りと声かけ   

４．地域の高齢者などによる子育て相談 

５．子育て家庭向けのレクリエーション活動   

６．子どもが犯罪に巻き込まれないよう見守る活動 

７．児童虐待の予防と早期発見活動       

８．その他（                                ） 

９．特に何もいらない  

 

  

１．現在、参加している                   

２．現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい   

３．現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない   ⇒【問34へ】 
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問36 高砂市は子育てしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

１．子育てしやすいまちだと思う     ⇒【問37へ】 

２．どちらともいえない         ⇒【問37へ】 

３．子育てしやすいまちだと思わない  

 

問36で「３」に○をつけた方におうかがいします。                     

問36－１ 子育てしやすいまちだと思わない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．住環境がよくない             

２．自然環境がよくない 

３．交通機関が不便              

４．延長保育・早期保育・一時預かり・休日保育・障がい児保育などの保育事業が 

充実していない 

５．保育所、幼稚園などが利用しづらい     

６．職場と住居が遠い 

７．公園など子どもの遊び場が少ない      

８．地域活動が盛んではない 

９．地域の子育てネットワークができていない  

10．子育てに関する情報を得にくい 

11．事故や犯罪が多く危険           

12．その他（                              ） 

 

 

 

 
 

問37 高砂市では、少子化の進展に伴い、幼稚園・保育所の一体化を推進していますが、あなたは

「幼保一体化」について、どの程度知っていますか。（○は１つ） 

 

問38 あなたは、高砂市が幼保一体化を進めていくことについて、どう思いますか。（○は１つ） 

 

  

１．賛成             ２．どちらかといえば賛成 

３．どちらかといえば反対     ４．反対 

５．わからない 

子育て支援施策についておうかがいします。 

１．理解している         

２．なんとなく知っている 

３．言葉は聞いたことがあるが、どんなことかわからない 

４．言葉を聞いたことがない 
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問39 子育て支援でもっと力を入れてほしいことは、どのようなことですか。（○はいくつでも） 

１．子どもだけで安心して遊べる場所づくり      

２．異なる年齢の子どもとの交流 

３．親子が安心して集まれる身近な場や機会の充実 

４．親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化事業の充実 

５．子育てに困った時に相談したり情報を得られる場の充実 

６．安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備 

７．残業時間の短縮や休暇の取得促進などについての企業への働きかけ 

８．育児休業・介護休暇等の取得促進について企業への働きかけ 

９．再就職についての支援の充実       

10．子育てサークルへの支援の充実 

11．幼児期の学校教育・保育（幼稚園や保育所）の充実    

12．公園や歩道の整備の充実 

13．チカンや子どもへのいたずらなどに対する防犯対策の充実 

14．家事支援サービスの整備         

15．その他（             ） 

 

問40 高砂市の幼児期の教育・保育や子育て支援に関して、ご意見・ご要望があれば、自由にご記

入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

この調査票は、12 月 3 日（火）までに、通っている保育所または幼稚

園にご持参（通っていない方は郵送）くださるようお願いいたします。 
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高砂市の子育て支援メニュー 
（平成 25年 10 月１日現在） 

 

１．教育・保育に関する施設 

幼  稚  園 

概 要 
幼児の心身の発達のため、幼児教育を提供する施設です。高砂市に

は市立が８施設、私立が１施設あります。 

標準利用時間 １日５時間 

費 用 の目安 市立：月額6,300 円 

対象要件など 市立：４～５歳児 私立：３～５歳児 

 

認可保育所(園) 

概 要 

保護者が共に働いている、病気であるなどの理由で、昼間家庭にお

いて保育を受けられない子どもを保護者に代わって保育する児童

福祉施設です。高砂市には市立が９施設、私立が８施設あります。 

標準利用時間 
8：30～16：30 までのうち、保護者が保育できない時間（延長

保育あり） 

費 用 の 目 安 
０～２歳児：月額０円～64,000 円 

３～５歳児：月額０円～30,000 円 （世帯の所得による） 

対象要件など ０～５歳児  保育の必要な子ども 

 

認定こども園 

概 要 
幼稚園と保育所（園）の機能を併せ持ち、幼児教育と保育を提供す

る施設です。現在、高砂市には２施設があります。 

標準利用時間 子どもの状況及び教育・保育の提供内容により、時間・料金は異な

ります。 費 用 の 目 安 

対象要件など ０～５歳児 

 

事業所内保育施

設 

概 要 
企業・病院内等に、主として従業員向けに設置された認可外保育施

設です。高砂市には１施設あります。 

標準利用時間 

施設により異なります。 費 用 の 目 安 

対象要件など 

 

認可外保育施設 

概 要 
乳幼児を保育することを目的とした施設であり、幼稚園や保育所の

認可を受けていない施設です。高砂市には１施設あります。 

標準利用時間 

施設により異なります。 費 用 の 目 安 

対象要件など 

 

児童発達支援セ

ンター 

概 要 

言語・知的面に養育支援が必要な子どもに対して、基本的生活習慣

の確立や生活経験を豊かにすることを目的とした施設です。高砂市

には「高砂児童学園」があります。 

標準利用時間 9：00～14：30 

費 用 の 目 安 他の施設の利用状況や世帯の所得により、料金は異なります。 

対象要件など ２～５歳児 

 

２．子育て支援サービス（50 音順） 

一時保育 

(一時預かり) 

概 要 

保育所に入所していない子どもで、保護者が病気、冠婚葬祭など急

用などの理由で子どもを保育できない場合に、保育所で一時的に預

かる事業です。高砂市では８施設で実施しています。 

標準利用時間 
施設により異なります。 

費 用 の 目 安 

対象要件など 生後８週目～ 

  

【
切
り
取
っ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
】 
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延長保育 

概 要 

保護者の勤務時間や通勤時間等の事情により、通常の開所時間を超

えて原則として19時もしくは20時まで保育する事業です。高砂

市では私立８施設と認定こども園２施設で実施しています。 

標準利用時間 

施設により異なります。 費 用 の目安 

対象要件など 

 

家庭的保育 概 要 

保育者が、保育者の自宅などを保育室として使い、保育を必要とす

る子どもを保護者に代わって預かる事業です。現在高砂市にはこの

事業はありません。 

 

学童保育 
（放課後児童健全

育成事業） 

概 要 

保護者が就労等の理由により昼間家庭にいない子どもを対象とし

て、授業終了後や夏休み等の期間、学童保育所において適切な遊び、

生活の場を提供する事業です。 

標準利用時間 授業終了後～18：00 

費用の目安 月額 7,700 円（減免制度あり） 

対象要件など 小学校１年生～３年生（地区により６年生まで） 

 

休日保育 

概 要 

休日に保護者が就労、疾病、冠婚葬祭などの理由で保育できない場

合に、子どもを保育所で保育する事業です。高砂市では私立１施設

で実施しています。 

標準利用時間 8：00～18：00 

費用の目安 2,000 円/回 

対象要件など 
保育所に入所している児童で、休祝日も保育が必要な児童（０歳児

を除く） 

 

居宅訪問型保育

（ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ） 
概 要 

保育者が子どもの家庭で、仕事や病気などの理由で保育できない保

護者に代わって子どもを預かる事業です。現在高砂市ではこのサー

ビスに対する補助はありません。 

 

子育て短期支援

事業 

（ｼｮｰﾄｽﾃｲ） 

概 要 
保護者の急病、出産、冠婚葬祭などで家庭で児童の養育が困難とな

った場合等に、児童養護施設などで預かる事業です 。 

費 用 の目安 ２歳未満児：5,350 円/日  ２歳以上児：2,750 円/日 

対象要件など ０～18歳未満 ７日以内 

 

高砂市子育て支

援センター 

概 要 

子育てに関する不安や悩みが解消できるよう相談支援や子育てに

関する情報提供、親子での交流機会を提供する施設。高砂市には１

施設あります。 

標準利用時間 9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く） 

費 用 の目安 無料 

 

病児・病後児保

育事業 

概 要 

病気・ケガ等で保育所等での集団生活が難しく、かつ保護者が就労

等より保育を行うことができない場合等に子どもを預かる事業で

す。高砂市では、病児保育を医療法人１施設で実施しています。 

標準利用時間 月～金曜日 8：00～18：00 

費用の目安 2,000 円/日 

対象要件など ０歳児～小学校６年生 

 

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・

ｾﾝﾀｰ事業 

概 要 
子育ての援助を受けたい人（援助会員）と子育ての援助を行いたい

人（提供会員）を登録し、会員相互で育児の援助を行う事業です。 

標準利用時間 6：00～22：00 

費用の目安 

平日：最初の１時間まで700円、以後350円/30分 

平日早朝・夜間および休日：最初の１時間800円、以後400円/30

分 

対象要件など おおむね６か月児～小学校６年生 

 


